
 

「第４回白良浜 deひらひら Tシャツアート展」 愛称：しらひら 

        ２０２４年 11月 2日（土）から 5日（火）の 4日間、開催！ 

 

しらひらバリアフリーアート実行委員会    

会長 小川 麻美（NPO法人ころん理事長） 

 

「白良浜 de ひらひら T シャツアート展」は、今年で 4 回目を迎えるバリアフリーアートイベントです。和歌

山県内の福祉施設や企業及び行政が携わる『福祉×アート×観光』として開催しています。 

町の観光名所である白良浜の景観を活かし、全国から応募のあった絵や写真を T シャツにプリントし、砂

浜に展示します。昨年は、全国から 504点の応募がありました。現在、障害の有無に関係なく 9月 30日ま

で全国から Tシャツに印刷する作品の募集を行っています。 

本アート展は、地元企業と福祉施設がオーガニックコットン１００％にこだわり、T シャツの製造から印刷ま

でを手掛けています。全国で行われている Tシャツアート展の中でも、アート作品のキャンバスとなる Tシャ

ツを独自に製造している Tシャツアート展は、他にはありません。 

 

また、イベントを通じて、SDGｓの目標達成に向けた取り組みを行っています。 

Tシャツの製造、販売イベントの運営の売り上げは、障がいのある方の給料に反映し、社会参加と経済的自

立につながる仕組みづくりを目指しています。 

環境に配慮した「made in 和歌山 T シャツ」は、T シャツの製造過程に出たハギレの活用、作品を展示す

る柱に、企業での活用予定のない紀州間伐材を使用しています。 

様々な場所からすべてのアート作品が鑑賞できるよう展示の工夫や、砂浜専用のビーチマットの設置、砂

浜での走行が可能な車いすの準備を行い、砂浜の一部にバリアフリーエリアを設けています。また、白浜町

の公式 YouTube にて会場の様子の動画配信を行い、会場にお越しいただくことが困難な方やイベント期

間外でも様々な方にいつでも見ていただけるユニバーサル・ミュージアムを目指しています。 

 

イベント期間中には、福祉施設や障がいのある方による青空マーケット（飲食・雑貨等の販売、作品展示）や

コンサート（演奏、ダンス）、応募作品の中から協賛企業の選定によるコンテストも行っています。 

 

 作品応募URL： https://www.npocolon.org/action/28/ 

 

 
 

 

 

 

 

 

https://www.npocolon.org/action/28/


  

 

 ＜しらひらバリアフリーアート実行委員会＞ 

2022 年度に白浜町、白浜町教育委員会、白浜町社会福祉協議会、南紀白浜観光協会、白浜温泉旅館協

同組合、白浜町商工会、ころん、未来の扉、白浜コスモスの郷、白浜町身体障害者連盟、白浜町ボランティア

連絡協議会、白浜町美術家協会で構成された実行委員会を立ち上げました。 

当実行委員会では、「白良浜 deひらひらシャツアート展」の開催を始め、T シャツ製造時に発生したハギレ

を使ったワークショップの開催や新たな商品制作・販売を行い、福祉分野から観光・アート発信に取り組んで

います。 

 

  



  

＜SDGｓの取組＞ 

 白良浜 deひらひら Tシャツアート展を通して、障がいのある方々の社会参加と経済的自立に貢献し、だ

れもが安心して過ごすことができる空間の提供を目指しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◎達成目標３－４に関する取組み 

参加型イベントを通した、地域や人とのつながり、生きがいにつながる仕組みを構築

します。 

 

◎達成目標４－４、４－５に関する取組み 

 支援学校との交流を図り、就労支援事業所や障がいのある人の働き方を知る機会を

提供します。 

 

◎達成目標８－５に関する取組み 

イベントの啓発活動、Made in 和歌山 Tシャツの製造などを障がいのある人ととも

に実施し、ストレングスを活かした働きがいのある人間らしい仕事づくりを行います。 

 

◎達成目標１０－２に関する取組み 

 障害福祉が抱える課題について、障害福祉分野のみならず、芸術文化、観光、教育、地

域など他分野を巻き込み解決に向けて取り組みます。 

 

◎達成目標１１－３に関する取組み 

 だれもが参加でき、鑑賞できるイベントを目指し、白良浜に車いすやベビーカーでも走

行できるビーチマットの設置など、バリアフリーの整備を行います。 

 

◎達成目標１２－５に関する取組み 

 Made in 和歌山 T シャツ製造時に発生するハギレを活用した新たな商品の製造や

活用予定のない紀州間伐材を T シャツ展示用の柱への活用、不要になったチラシやポ

スターを包装紙にリサイクルしています。 

 

 



  

募集チラシ 

 



  

 


